
できることから始めよう
～地域で育てる日本語教室～

令和7年度 千葉県地域日本語教育フォーラム

3.活動紹介-2

日本語サポート・ボランティア教室

「かくれんぼ」

多田 加代子 氏



名称：日本語サポート・ボランティア教室 「かくれんぼ」

住所：千葉市美浜区

（稲毛海岸）

開設：2023年9月

個人運営

教室紹介



教室紹介

回数： 毎月2回 2時間

費用： 1回500円

曜日： 月曜日（午前・・・中級レベル）

（午後・・・初級レベル）

土曜日（午後・・・中・上級レベル）

教室紹介



教室紹介

学習者数：15名

（2025年12月現在）

女性
10名

男性
5名

国籍： 中国

ベトナム

カザフスタン

イギリス

特徴： 社会人や主婦

20代半ば～40代後半

学習者の特徴



教室を開いたきっかけ

2018年 メキシコで日本語

ボランティアに参加

日本語の魅力と大切さを

改めて知る

自分に見合った方法で、

何かできないだろうか

千葉県国際交流センターの日本語学習支援者基礎研修に参加

きっかけ



教室を開いたきっかけ

本音で伝え合うことができる場所

お互いの視点を大切にしながら

“文化ショック”を楽しめる場を

作りたい

教室を開いた理由



教室を開いたきっかけ

1. 街の良さを知ってもらう

2. 不安・問題点を解決する糸口を、一緒に見つける

3. 食を体験し、健康への関心を持ってもらう

4. “飲食店”である点を生かして、近隣住民とつながる。

活動の周知（参加型イベントの開催）

活動の目的



活動の目的活動内容



教室を開いたきっかけ

①学習者の学びたいニーズを最優先

②悩みを話せる雰囲気作り

(最終的には学習者が自身で

判断・行動・解決に繋げられるように)

③敬語

暮らしの中での敬語の必要性と

大切さ（社会と上手に繋がる手がかり）

活動を通して・・・



教室を開いたきっかけ

④「また来たい」と思える雰囲気

静かな環境、居場所づくり

お茶とお菓子も手助けに

⑤アイデアあふれるグッズ

手作りマイク、出席ポイントカード、料理レシピなど

モチベーションが上がる仕掛けづくり

活動を通して・・・



まとめ

日本語学習者にとっては

「日本に住むために必要な日本語」

日本の慣習や日本人の考え方などを

含めて、日本語学習者に伝える

今後は同じ地域の団体と情報交換の機会を得て

さらに住みやすい地域づくりへ

私の思い


